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ユ
．■
京
ｌｉ
啓
，
．
」
１
に
ｒ
一長
田
部
と
足
一面
革
（南
耳
）
長
重
郡
と
是
瀬
郡
‐
地
域
編
成
区
分
と
し
て
の
「ｉ上
ｏ
下
」
―
日
全
国
的
な
一
巨
３
部
」
編
成
に
関
す
る
研
究
は
、
ふ
師
が
史
料
的
価
値
を
認
知
さ
れ
て
以
来
福
当
な
数
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、　
震
伍
日
本
紀
』
以
降
の
史
料
に
よ
っ
て
却
ら
れ
る
所
謂
「
窪
国
・
建
郡
」
記
事
に
兵
ら
れ
る
よ
う
な
〒
や
特
殊
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
地
域
内
の
事
情
に
関
わ
ろ
と
い
う
性
格
に
も
よ
る
と
こ
ろ
が
大
定
い
が
、
個
別
的
な
も
の
を
強
く
Ｌ
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
少
く
、
米
沢
康
、
佐
藤
仁
、
脱
寸
３
之
キ
の
詰
氏
の
論
考
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
．
最
近
こ
の
問
一越
に
つ
い
〓
一，
も
詳
細
な
成
果
を
公
表
さ
れ
て
い
る
限
部
昌
之
氏
の
一
連
の
■
作
は
、
工
と
し
て
歴
史
地
理
学
的
な
分
析
を
踏
ま
え
て
考
察
が
行
わ
れ
て
お
り
説
得
力
が
あ
っ
て
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
〓位
●
て
大
き
い
が
、
性
格
列
の
分
類
に
あ
た
っ
て
史
料
操
作
の
点
で
段
一恢
お
統
計
処
理
の
行
な
わ
れ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
や
見
を
示
し
て
み
た
い
。
な
た
、
六
稿
で
は
便
亘
的
に
　
一
長
口
郡
」
Ｆ
に
柄
郡
」
Ｌ
い
う
呼
林
を
用
い
て
い
る
こ
と
三
十
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
■
遠
江
Ｆ
一長
目
郡
に
　
一
ｔ
一玉
河
」
↑
”「
天
竜
川
）
の
下
流
域
に
展
開
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（第
一
四
）。
コ
「
名
類
乗
抄
』
の
段
階
で
は
一■
４
か
習
キ
上
ど
〓ニ
ド
一
の
二
朴
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
続
目
不
紀
』
在
飼
二
年
上
一月
丁
未
条
は
造
江
目
長
Ｅ
郁
≡
地
界
伝
達
．
民
居
逢
隔
．
往
送
不
便
ｃ
千
苦
極
多
３
於
足
分
為
三
郡
青
ぅ
と
い
う
記
一手
〓
〓
七
■
が
一
為
二
郡
」
が
「
上
，
下
」
の
分
割
に
よ
る
もヽ
の
モ
ん
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
に
し
、
一
口
背
ヨ
愛
石
郡
雲
下
呈
計
帳
」
な
ど
に
よ
り
、　
そ
れ
が
「
長
百
上
付
長
ヨ
下
」
と
い
う
形
で
分
割
さ
れ
た
こ
と
は
関
連
い
，つ
る
を
い
い
．
近
江
目
に
、
諸
他
の
ヨ
カ
と
共
な
り
藤
原
富
、
平
城
官
出
土
木
衛
に
８
ら
ず
、
伊
場
這
跡
出
土
木
荷
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
古
代
に
お
け
る
地
域
の
様
拒
‐
‐特
に
行
政
区
分
の
変
透
を
比
較
的
詳
細
に
跡
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
事
例
て
み
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
大
率
把
に
え
充
↑事
四
〓
を
キ
一
号
）
関
口
功
や
問
題
が
残
る
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
国
。
耶
」
の
編
成
に
関
し
て
は
、
そ
の
下
部
に
位
置
付
け
ら
れ
る
一
郷
（
里
こ
の
動
同
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
ま
で
も
ゃ
や
次
元
を
呉
に
す
る
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
「
廷
目
・
建
郡
」
の
例
が
和
銅
。
養
老
期
に
極
端
な
集
中
を
示
す
点
に
も
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
”
れ
療
押
劇
”
ヤこ 停
思
（
滞
却
挽
抑
串
准
掬
れ
報
第
巾
帥
嬢
市
中
評
駒
い
お
地
域
差
に
起
囚
す
る
よ
う
な
編
成
自
体
あ
完
成
度
の
違
い
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
数
年
の
上
で
は
読
み
取
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
政
策
的
な
問
題
が
浮
び
上
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
ょ
う
と
す
る
長
田
郡
と
足
柄
郡
の
分
抑卓車”中印中申”ｒ沖一中”非帥抑車時中”の中中
華
理
し
て
み
る
Ｌ
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
再
編
成
は
、
征
夷
戦
争
に
伴
う
東
北
地
方
や
、
西
海
道
南
半
の
よ
う
に
律
令
的
な
支
配
の
埓
外
に
在
っ
て
そ
の
浸
透
が
比
較
的
遅
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
地
域
の
事
例
を
除
外
す
る
と
や
や
特
異
な
も
の
で
あ
る
Ｌ
言
え
る
よ
う
に
思
う
。
大
宝
令
制
定
前
後
の
当
該
地
域
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
『
伊
場
木
簡
の
研
究
』
の
一
連
の
論
考
が
特
に
参
考
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
内
で
米
田
雄
介
氏
は
遠
江
国
で
か
よ
う
に
部
の
分
割
が
行
わ
れ
た
理
由
″ち
い
て
、
行
）
評
制
施
行
期
に
な
い
て
地
方
の
実
情
に
基
づ
い
て
評
を
成
立
さ
せ
た
が
、
規
模
の
大
小
の
差
が
著
し
く
、
均
質
な
行
政
を
行
う
に
は
不
都
合
が
多
か
っ
た
。
（）
大
部
を
分
割
し
て
中
郡
二
郡
を
作
る
と
郡
司
の
定
員
の
総
数
は
変
ら
な
い
が
、
大
少
領
各
一
名
が
増
え
、
待
遇
画
で
実
質
的
に
改
善
さ
れ
、
地
万
一景
族
を
国
家
権
力
支
配
機
構
に
組
み
込
む
の
に
使
宣
が
あ
っ
た
。
と
い
う
二
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
ょ
う
な
理
解
は
、
非
常
に
昇
味
深
い
論
点
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
事
実
そ
の
よ
う
な
も
の
で
，あ
っ
た
と
思
う
が
例
外
も
な
く
は
な
い
。
個
々
の
部
の
政
治
的
な
位
置
の
連
い
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
目
的
に
見
た
時
実
際
に
は
大
郡
で
あ
っ
て
ヽ
十
割
さ
れ
な
い
例
の
あ
る
こ
と
ゃ
小
劇
批
併
合
すヽ
る
と
い
っ
た
事
例
ｔ
活
発
に
行
わ
れ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
ょ
う
―- 26 -一
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『
倭
名
抄
』
郷
名
旺
田
。赤
坂
。象
潟
。柴
江
・小
文
・竹
田
・雄
踏
。海
間
・和
治
・演
津
齢
い家
坂
上
・
坂
本
，
大
和
・
駅
家
。
贄
代
・
英
多
口
宇
智
京
国
・
刑
部
。
渭
伊
，
伊
福
ョ
名
。
碧
国
・
覆
□
。
赤
狭
ナ
原
・
碧
海
“
河
過
・
晴
沼
・
壱
志
大
田十
・
長
野
・
貫
名
・
□
劇
丁
伊
筑
・
幡
多
，
大
楊
。
老
馬
・
通
熊
飯
賢
。含
能
土
―！‐―
目
丁
才
見
・小
野
・千
柄
善
円
苑
。壬
生
・野
中
。久
米
′
―
、！谷
飯
蜜
。
神
戸
・
豊
囲
。
駅
家
大
筆
・
与
利
・
岐
智
。
気
多
小
山
・
山
間
。
依
智
。
大
田
。
田
椀
山
口
，
小
松
二
巳
代
・
幡
罹
。
日
根
。
駅
家
一明
型
。
象
口
・
争
知
。
信
藝
土
狭
戸
・
久
努
賀
美
・新
井
・荒
木
・河
上
善
向
橋
患
中域
・朝
夷
・松
渕
。土
形
。狭
東
録
「野
賓
幅
け
駅
家
。
門
旧
丁
大
江
・
細
江
・
神
戸
。
は
木
・
勝
田
・
相
良
長 戸
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承
１
　
一
応
の
目
安
は
次
の
通
り
（第
二
表
以
下
同
じ
）
Ｉ
　
評
制
施
行
前
工
　
一評
制
に
行
劇
匝
　
大
ｔ
令
制
定
前
生
Ⅳ
　
や
Ｖ
　
『
和
名
抄
』
段
階
米
２
　
な
お
史
料
上
明
証
の
無
い
も
の
は
（　
）
一】示
し
て
あ
る
。
承
３
　
直
線
的
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
便
宜
的
に
東
線
で
つ
な
い
で
い
る
。
史
苑
（第
四
五
巻
第
一
号
）
長
回
郁
と
足
柄
部
（貞
口
）
な
点
に
注
意
す
れ
は
、
も
う
少
し
一個
別
的
な
地
域
の
動
向
に
ま
で
十
一
入
っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
Ｅ
ほ
う
。
各
地
の
国
府
推
定
地
な
ど
の
在
り
万
か
ら
見
て
も
、
一頃
用
的
表
現
で
あ
る
一‐地
昇
広
遠
…
…
」
は
、
現
実
に
は
第
一
義
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
想
定
し
得
ろ
可
能
性
ほ
い
く
つ
か
あ
る
と
思
う
が
、
先
ず
遠
江
目
に
於
て
分
割
さ
れ
た
郡
の
大
半
が
天
竜
川
流
域
に
集
中
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
れ
ブユ
た
ろ
ｔ■
的
　
（前
略
〕
・
遠
…
Ｉ
↓工
右
地
震
。
（理
中朋
筆
鹿
主
河
。
水
為
之
下
流
。
経
数
十
日
。
漬
・
波
敦
智
。
長
下
。
石
田
三
郡
民
家
百
七
十
余
区
。
井
損
首
。
全
続
日
本
絶
」
霊
・亀
元
年
五
月
乙
直
）
働
　
亡途
江
巨
生
玉
河
堤
決
三
百
会
丈
。
役
主
功
片
万
三
千
七
百
余
人
。
充
接
修
突
。
全
杭
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
七
月
辛
丑
）
′石
の
記
事
が
す
べ
て
と
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
一大
竜
川
を
中
心
と
す
る
大
小
河
川
の
流
路
は
容
易
に
定
ま
ら
ず
、
絶
え
ず
変
動
を
繰
り
返
し
て
一
郡
の
（
行
数
区
分
を
固
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
とヽ
考
え
る
。
地
形
図
な
ど
に
よ
つ
て
推
定
さ
れ
る
旧
地
形
も
、
人
間
の
居
任
に
適
す
る
の
は
比
較
的
高
燥
な
微
高
地
上
に
限
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
先
の
的
に
見
え
る
地
域
は
そ
う
し
た
自
然
的
要
因
が
無
視
出
来
な
い
も
の
と
し
て
内
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
把
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
部
の
分
割
再
編
成
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
国
。
郡
」
の
分
割
と
い
う
行
政
区
分
の
改
変
は
、　
当
該
期
（
―こ
い
よ
り
積
極
的
な
政
策
的
意
押
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ワｆ
れ
に
か
な
り
直
裁
的
に
関
わ
っ
て
く
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
一長
阿
郡
の
分
割
の
例
を
数
え
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
遠
江
国
内
の
在
地
勢
力
の
動
向
に
つ
い
て
注
意
し
て
み
る
と
、
所
一
講
「
目
進
」
の
系
譜
を
引
い
て
く
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
「
国
造
本
紀
」
に
は
次
の
三
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
口
　
↓返
淡
海
国
造
志
賀
高
穴
穂
朝
ｃ
以
物
部
連
祖
伊
香
色
離
命
児
印
岐
美
命
。
定
賜
目
造
。
０
　
久
努
国
造
筑
紫
香
稚
朝
代
。
以
物
部
連
祖
伊
香
色
男
命
孫
印
播
足
民
。
定
賜
目
造
。
倒
　
〓系
賀
国
造
橿
原
朝
世
。
始
定
天
下
時
。
従
侍
来
人
名
美
志
印
命
。
定
賜
国
造
。
時
代
的
に
か
け
離
れ
て
し
ま
う
が
『
別
乗
符
亡
抄
』
に
引
く
延
喜
十
四
年
八
月
八
日
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
遠
江
目
内
の
「
目
造
田
」
は
「
十
三
町
」
と
あ
っ
て
令
制
一　
一ｉ国
造
」
あ
た
り
六
町
程
度
と
さ
れ
る
割
り
瓦
て
で
二
十‐目
造
」
強
の
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
国
走
本
紀
」
に
見
え
る
目
造
の
本
拠
地
に
関
し
て
は
種
々
説
が
あ
る
よ
う
だ
が
概
ね
、
的
―
浜
名
郡
・
引
佐
郡
付
近
倒
―
出
名
甜
久
努
対
の
帥
川
―こ 佐
神
却
姉
れヽ
る
一ぅ
し
ぃ
。
こ
の
う
ち
田
名
郡
は
一資
老
不
生
Ｌ
一
月
丁
亥
に
佐
益
（野
）
部
か
ら
分
割
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（『
続
日
本
紀
し
、
こ
の
点
に
注
意
す
れ
ば
、
先
の
米
国
氏
の
部
の
分
割
理
由
に
関
す
る
０
は
非
常
な
妥
当
性
を
帯
び
て
く
る
。
し
か
し
、
長
田
郡
地
域
に
は
１１１
■
９
の
地
域
に
見
る
よ
う
な
在
地
勢
力
と
し
て
の
「
国
Ｌ
一
ら
し
き
も
の
に
関
す
る
記
改
は
な
い
．
一
方
「〕万
美
集
』
本
二
十
に
一
友
子
勝
宝
七
歳
乙
末
二
月
福
書
造
輸中喘中帥”報却十セれ京単帥味蜘呼い晦つも
一車市印卵
よ
う
に
な
る
．
≡
　
）
は
所
属
部
名
を
示
す
。
国
造
丁
　
（長
下
》
物
部
被
持
功
　
丁
主
帳
丁
　
（左
ｔ
）
者
一倭
部
身
麻
呂
火
　
丁史
苑
（第
四
五
巻
第
一
号
）
上
　
丁
　
（
山
名
）
丈
部
其
麻
呂
、
（
山
名
）
丈
部
相
、
（
佐
野
）
丈
部
黒
当
、
〔
佐
野
》
生
玉
部
足
国
、
曾
共
下
）
物
部
古
床
呂
岸
氏
は
右
の
「
目
造
丁
」
以
下
の
防
人
の
構
成
が
国
毎
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
階
層
性
な
ど
か
ら
防
人
の
編
成
が
令
制
前
の
「
再
造
軍
」
の
追
制
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
Ｌ
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
見
解
ほ
直
木
孝
次
郎
氏
等
―と
支
持
さ
れ
有
力
説
化
し
た
が
、　
一
部
に
批
判
も
あ
る
。
野
日
墳
志
氏
は
、
掲
載
さ
れ
た
人
々
の
一届
書
に
防
人
の
用
語
が
な
い
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
す
べ
て
「
丁
」
が
っ
い
て
い
る
こ
と
、
防
人
草
が
市
都
集
結
以
前
で
は
力
役
徴
発
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
牛
を
根
処
に
防
人
軍
が
「
国
造
（
軍
叶
を
前
提
に
編
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
た
が
出
来
な
い
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
野
田
氏
は
、
恐
ら
く
軍
固
制
に
先
立
つ
で
あ
ろ
う
防
人
軍
の
編
一成
は
、
武
力
の
質
を
基
準
と
し
て
、考
え
、
手
早
く
信
頼
出
来
る
兵
十
集
画
を
求
め
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
律
令
国
家
の
地
域
経
営
の
た
め
に
派
造
さ
れ
、
す
で
に
そ
の
事
業
が
一
段
落
し
て
い
た
東
国
地
域
の
軍
事
力
が
転
用
さ
れ
て
以
後
慣
例
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
在
地
勢
力
の
評
価
に
も
よ
る
が
、
か
か
る
理
解
に
立
脚
す
れ
ば
防
人
軍
の
前
提
と
し
ャ
≡伝
統
的
在
地
豪
族
の
存
在
を
必
ず
し
も
考
え
る
必
要
が
■
て…
在
「ャ
ギ
．ノ
、
る
。
―- 30 -一
- 31 -―
告
力
一一一
上ピ萱
長
日
郡
と
足
稿
郡
（関
巨
）
遠
江
国
関
係
の
防
人
の
出
身
地
と
見
ら
れ
る
郡
名
で
は
、
た
玉
。
長
下
・
山
名
・
佐
野
の
各
部
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
後
二
者
は
前
掲
の
り
・
８
ら
地
域
に
該
当
す
る
．
‐１‐
地
域
の
例
が
偶
然
悦
拡
ｔ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
ち
あ
る
が
、
前
二
者
の
地
域
に
つ
い
て
は
合
孜
し
な
い
。
第
一
表
で
も
業
型
し
た
ょ
う
に
、
免
玉
。
長
田
両
郡
ほ
逸
早
く
「
評
」
ル
一し
て
成
立
し
て
い
る
。　
平
安
期
の
所
産
で
あ
る
『
和
名
類
葵
抄
』
郷
名
を
以
っ
て
週
及
さ
せ
る
点
に
関
し
て
た
め
ら
い
も
あ
る
が
、
＆
玉
郡
に
「
三
宅
」
、
長
国
（
下
》
郡
に
「
大
田
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
前
段
階
に
ミ
ヤ
ケ
が
存
在
し
、
こ
れ
を
分
割
再
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
立
評
」
か
達
に取
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
天
竜
川
河
岸
に
か
つ
て
存
在
し
た
ミ
ャ
ケ
ほ
か
な
り
大
規
模
な
領
域
的
拡
が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
行
政
的
な
影
響
力
は
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
地
域
に
有
力
な
伝
続
的
れ
地
家
族
の
存
在
は
考
え
難
い
よ
う
に
思
う
。
遠
江
国
内
の
話
「
目
造
上
の
勢
力
圏
を
分
断
す
る
形
で
設
定
さ
れ
た
ミ
ヤ
ケ
は
実
態
的
に
は
「
評
」
制
施
行
期
に
第
一
次
の
分
割
が
行
一
下
≡
わ
れ
、
律
令
制
的
な
体
裁
を
整
え
た
も
の
の
尚
充
分
と
は
い
え
ず
、
大
宝
令
制
下
に
入
っ
て
長
臣
郡
の
分
割
と
い
う
形
で
再
〓編
成
が
為
さ
れ
た
の
で
、は
な
か
っ
た
か
ぅ
「
国
・
郡
」
を
新
設
す
る
場
合
、
そ
の
命
名
法
は
新
た
な
目
。
郡
名
（
既
存
の
部
名
や
、　
部
内
の
郷
客
で
あ
っ
た
り
す
る
）
を
付
す
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
あ
ま
り
関
係
な
く
「遠
。
近
」
と
か
「
前
。
中
・
後
」
と
か
「東
。
西
・
南
り
北
」
な
ど
と
い
っ
た
符
号
的
な
も
の
に
よ
り
機
械
的
分
割
で
処
理
ぎ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
各
々
の
編
成
原
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
長
田
部
の
場
合
は
「
上
・
下
」
Ｌ
い
う
型
で
分
割
さ
れ
た
。
「
上
。
下
」
Ｌ
い
う
分
割
に
つ
い
て
も
「
上
―
・
下
―
」
と
い
う
場
合
と
「―
上
。
―
下
」
と
い
う
二
つ
の
場
合
が
あ
っ
て
、
傾
向
と
し
て
は
前
者
が
後
者
に
先
行
す
る
よ
う
に
思
う
が
、
長
田
郡
の
場
合
は
後
者
で
あ
る
の
で
、
一‐―
上
ｔ
ｌ
下
」
と
い
う
場
合
に
限
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
『
和
名
類
乗
抄
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
「―
上
。
―
下
」
と
い
う
分
割
法
を
採
る
郡
名
は
第
二
表
に
示
す
通
り
通
り
で
あ
る
。
国
名
と
し
て
は
例
が
な
く
、
郡
名
以
下
の
段
階
の
み
に
あ
り
、
数
量
的
に
は
多
数
と
は
い
え
な
い
程
度
な
の
で
、
古
来
か
ら
あ
る
地
名
を
踏
襲
す
る
よ
う
な
普
遍
的
な
在
り
方
と
は
当
然
異
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
とつ
。大
ま
か
な
地
域
分
布
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
地
勢
の
高
低
や
距
離
的
な
遠
近
に
よ
る
ょ
う
な
単
純
な
分
割
で
は
な
く
、
他
の
何
ら
か
の
理
念
に
ょ
っ
て
為
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
畿
内
以
東
で
あ
る
が
、
特
に
散
内
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
史
料
上
で
分
割
の
時
期
を
明
示
す
る
の
は
僅
か
し
長
田
部
の
例
の
み
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
他
の
事
例
と
長
田
郡
喜
京
　
　
一
‐
‐
上
Ｄ
‐
上
ド
」
型
一の
l ヵ ヮ  フ  ァレ ヌ
一―| ―一―トー 十
一―
ハ  長   C
口  1烏
、″  評  訂
父晏曇
示I I
■ゴ_上_iJ
|    |    |
ゴ[
チ ト ヘ
三
ほ
県
コ
中町
“州
百
ｆ
ｉ
（
十”京
十
１‐）≡石
）
の
そ
れ
と
が
微
妙
な
性
杵
的
羊
・具
を
有
し
て
い
る
可
能
性
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
た
ょ
う
に
該
当
す
る
記
事
で
も
「
―
上
。
―
下
」
と
分
割
さ
れ
た
と
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
県
郡
の
場
合
は
、
停
廃
と
も
異
な
る
併
合
と
い
う
形
が
知
ら
れ
る
。
一
和
名
類
乗
抄
』
の
郷
数
ほ
当
該
期
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
大
県
郡
ほ
極
小
さ
な
郡
で
あ
っ
た
こ
と
は
親
わ
史
苑
↑第
四
王
巻
第
一
「じ
れ
る
の
で
、
米
国
雄
介
氏
の
①
の
理
解
で
充
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
そ
れ
以
前
に
分
割
さ
れ
て
い
た
ゎ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
等
に
関
す
る
情
報
は
無
い
。
と
も
あ
れ
、
第
二
表
に
示
し
た
各
郡
の
分
割
は
、
正
確
な
年
次
は
知
り
得
な
い
ま
で
も
、
い
ず
れ
も
恐
ら
く
「評
」
制
以
降
で
少
く
と
も
大
生
令
制
下
の
早
い
時
期
迄
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
1    上ぎ
・
ギてと口]
『
倭
名
抄
』
郷
名
1園審査薫聾燥
― ― ― ― ― ―
       |    |
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楢
中
佐
紀
吉同
す
い
出
直
下
野
大
和
鳥
坂
児
屋
信
久
却石
添”
長
野
楼
井
和
声
山
遊
矢
田
と
一‐一
文
高
額
神
戸
三
宅
鳥
取
真
上
安
蔵
下
‐喬‐
賓
名
岡
本
飯
田
楊
生
鳥
貝
桑
原
一召
Ｈ
一
大
市
鏡
作
津
積
慨
部
穂
積
河
違
伊
筑
大
伴
垂
水
八
嶋
上
鳥
一多
田
大
神
黒
田
巨
麻
一向
上
晴
沼
幡
多
餘
戸
一吊
一
大
岡
・
ネ
日
，
大
宅
下
鳥
・大
坂
・低
原
・神
戸
・餘
戸
品
泊
・
営
麻
上
市
と
長
谷
。
忍
坂
室
原
一■
■
一
壱
之
大
楊
・
老
鳥
。
通
熊
取
家
駅
家
一- 32 -一
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長
口
都
と
足
一碑
郡
（関
口
）
こ
の
こ
と
は
他
の
浅
！献
的
分
割
ま
と
比
べ
る
と
際
立
っ
て
い
ろ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
知
り
得
る
「―
上
・
―
下
」
の
型
石
分
割
の
為
さ
れ
た
各
郡
の
う
ち
、
長
田
・
足
柄
部
の
場
合
は
改
め
て
考
え
て
ス
る
と
し
て
、
他
の
例
は
い
ず
れ
も
一‐甲
子
の
ま
」
以
前
に
大
王
の
直
轄
領
的
な
性
・格
を
帯
び
て
お
り
、
今
制
下
に
入
っ
て
も
直
接
連
続
し
な
い
ま
で
も
「屯
田
」
の
よ
う
な
機
能
が
部
（
分
蜘
に
で
は
あ
れ
、
残
存
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
地
域
ば
か
り
で
あ
る
。
や
や
雑
駁
な
予
測
に
な
る
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
―
上
。
―
下
」
と
い
う
型
の
郡
の
分
割
及
び
再
編
成
は
そ
う
し
た
問
題
と
汗
く
関
わ
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
大
化
二
年
止
月
申
子
条
に
（前
略
）
昔
在
天
皇
等
所
立
子
代
之
民
。
処
々
屯
倉
ｃ
及
別
臣
連
伴
進
国
造
村
首
所
有
部
曲
之
氏
。
処
々
田
荘
。
伽
賜
食
封
大
夫
以
上
。
各
有
差
（後
略
）
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
大
化
二
年
三
月
壬
午
条
に
車
太
子
使
使
奏
論
口
。
青
在
天
皇
等
世
。
提
斎
天
下
而
治
ｃ
及
逮
千
今
ｃ
分
離
天
業
。
属
天
皇
我
皇
可
牧
万
民
之
逗
。
天
人
合
応
世
に
新
．
是
故
広
之
革
之
。
頂
戴
伏
奏
。
現
為
明
神
御
八
幅
国
天
皇
問
於
臣
目
。
共
郡
臣
連
及
伴
造
。
国
造
所
有
昔
在
天
皇
曰
所
置
子
代
入
部
。
皇
子
等
私
有
御
名
入
部
ｃ
皇
祖
大
兄
御
名
人
部
期
け
は
及
共
屯
倉
。
独
如
古
代
而
置
以
不
。
巨
即
恭
承
所
認
。
奉
答
而
口
天
無
隻
日
。
目
無
二
王
。
是
故
兼
井
天
下
。
可
使
万
民
。
唯
天
皇
耳
。
別
以
入
部
及
所
封
簡
宛
使
丁
。
従
前
処
分
。
自
余
以
外
。
恐
私
駆
使
。
故
献
入
部
五
百
廿
口
。
屯
倉
一
百
八
十
一
所
．
と
い
う
周
知
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
少
く
と
も
律
令
国
家
の
形
成
過
程
に
お
い
て
こ
の
種
の
問
題
が
避
け
て
通
る
こ
と
の
出
来
な
い
課
題
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
中
央
勢
力
の
執
拗
な
ま
で
の
努
力
と
友
好
的
な
在
地
勢
力
の
再
一編
成
と
に
よ
っ
て
か
な
り
の
部
分
ま
で
達
成
さ
れ
た
が
、
律
令
体
制
の
枠
内
に
在
り
乍
ら
何
ら
か
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
（
の
労
外
に
存
在
す
る
も
の
も
例
外
的
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
米
国
雄
介
氏
は
外
廷
的
ミ
ヤ
ケ
（
―
前
期
型
屯
倉
）
と
内
廷
的
ミ
ヤ
ケ
（
―
後
劇
型
屯
倉
）
の
存
在
は
肯
定
さ
れ
る
も
の
の
、
史
料
上
一
【
貯
算
隷
凱
翔
帥
端
茄
向
車
印
靭
市
貌
品
」
い
兼
球
知
↑
「
年
評 ャこ
」
、
へ
移
行
し
て
ゆ
く
に
し
て
も
、
前
者
が
後
者
に
転
化
し
た
も
の
や
後
者
と
性
格
付
け
さ
れ
る
も
の
が
そ
の
時
点
で
即
時
に
再
編
成
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
か
。
「
所
有
千
Ｌ
占
有
」
と
い
う
ょ
ぅ
な
内
容
的
な
差
は
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
乙
己
の
変
」
に
よ
っ
て
に
倒
的
な
政
治
的
慶
位
を
確
立
し
始
め
た
大
三
家
が
そ
の
立
場
を
危
く
す
る
よ
う
な
政
策
を
容
易
に
採
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
あ
る
い
は
制
厚
的
な
ミ
ヤ
ケ
が
解
体
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
に
し
て
も
、
著
く
の
間
人
的
区
分
と
し
て
は
残
存
し
て
い
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ヽ
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
長
田
郡
周
辺
に
在
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ミ
ヤ
ケ
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
右
の
典
型
・的
な
事
例
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
て
、
Ｔ
Ｉ
上
。
―
下
」
と
い
う
分
割
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
相
模
目
足
」蘭
部
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
い」
一
足
柄
郡
は
長
日
離
Ｌ
同
様
に
東
海
道
に
一所
属
し
て
い
た
。
そ
の
分
割
は
「桔
模
国
封
戸
也
交
ら
一帳
」
の
存
在
に
よ
っ
て
天
平
七
年
問
十
一
月
十
日
よ
り
迦
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
ｃ
こ
れ
を
　
―
上
。
―
下
」
と
い
う
形
で
分
割
再
編
成
し
た
事
情
に
関
し
て
は
長
田
部
の
よ
う
一な
自
然
環
境
Ｌ
結
び
つ
け
得
る
よ
う
な
要
素
が
殆
ど
無
い
（第
二
図
）
。
幅
模
国
の
大
宝
令
制
定
前
の
一
在
地
首
長
」
層
の
動
向
に
関
し
て
（
”
一！
は
鳥
養
直
廿
氏
の
研
■
力、
あ
）々
か
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
三
つ
の
政
治
勢
力
か
村
坐
た
さ
れ
得
る
と
うＦ
れ
る
。
す
な
わ
ち
的
相
武
再
進
　
天
住
。
高
座
郡
，
師
良
再
造
…
余
核
部
渋
長
却
同
辺
史
苑
（第
四
≡壬
ご
第
一
申τ
ヽ
、　
　
小
身
ヽ
衿
ド
ー
、ヽ
ｒ
、
、
ぁ
吉
向
　
旺ｉ
甲
や
へ
:●ごへ′て
(鱒
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長
頭
都
と
足
柄
一朴
（式
口
）
け
鎌
倉
之
引
　
鎌
倉
都
抹
〓
邦
屯
模
目
域
ら
一
●
ょ
ぅ
な
勢
力
は
吉
墳
梓
の
分
布
な
ど
か
ら
推
し
て
い
す
れ
も
強
天
ｔ
ｔ
の
，
干
ぃ
ぃ
ぃ
難
い
か
、
そ
れ
ら
の
問
で
、
比
残
的
有
刀
な
も
の
ょ
掲
模
川
下
流
域
な
ど
に
占
拠
し
て
い
た
下
ャ能
性
が
あ
る
よ
う
で
ぁ
る
。
，．
か
る
■
解
に
お
い
て
も
足
柄
郡
よ
伝
統
崎
た
〓
地
勢
力
っ
空
由
が
目
工
つ
地
域
で
乃
っ
た
。
「
日
本
書
紀
」
天
丈
五
五
四
克
章
亥
条
に
制
、
詰
〓
。
詰
〓
在
結
す
〓
之
税
者
。
珠
以
西
日
ヽ
易
結
以
束
一日
．
と
あ
る
。
こ
の
生
の
同
十
一
年
二
月
干
酉
条
な
ど
も
問
題
と
な
る
て
あ
る
一
だ
ヽ
こ
こ
で
改
お
ィ
想
亡
さ
れ
る
の
が
「
格
模
国
封
戸
和
交
易
帳
」
の
記
載
で
あ
る
。
足
柄
郡
関
係
の
例
ほ
ｔｌｌ
皇
后
官
食
封
…
…
足
下
郡
垂
よ
郷
向
合
人
規
工
食
封
…
足
上
部
同
本
郷
内
一　
同
　
　
　
　
…
足
下
群
高
幡
郷
の
三
例
が
見
ら
れ
る
≡
な
お
、　
二
后
官
食
封
に
関
し
て
は
他
に
余
核
部
持
村
犯
、
各
大
規
〓
食
封
に
つ
い
て
余
綾
部
に
約
二
郷
分
あ
る
と
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
■
な
ら
く
酒
匂
川
下
流
域
に
比
較
的
集
中
し
て
存
一仕
し
て
い
子
も
の
と
肝
干
一さ
れ
ろ
．
十偵
″
二
者
は
い
ず
れ
も
全
【結
封
主
て
あ
る
。
復
元
に
よ
れ
ば
他
に
二
年
分
あ
る
ら
し
い
か
値
人
を
特
定
す
る
こ
と
に
今
の
と
こ
ろ
出
来
（
「
）
キ
な
い
卜
よ
卜，
一
ｔ
すつ
〉つ
。
足
上
部
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
一‐荒
陵
千
手
印
緑
起
」
に
「
相
模
国
足
上
郡
大
伴
郷
王
始
幅
」
Ｌ
あ
り
足
下
部
に
つ
い
て
天
平
十
年
以
降
に
な
る
が
「
法
隆
手
伽
乾
井
流
記
資
財
帳
」
に
「
将
模
国
足
下
郡
倭
戸
郊
五
十
戸
」
と
あ
る
。
「
和
名
類
妥
抄
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
足
上
。
足
下
両
郡
の
大
半
が
封
戸
郷
で
あ
っ
た
こ
ル
一が
わ
か
る
ｃ
今
刊̈
下
の
封
戸
を
何
処
に
設
定
す
る
か
Ｌ
い
う
茎
準
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
得
な
い
し
、
「
相
弾
湘
狩
炉
仰
確
”
帥
オ
中
期
地
中
琳
市
帳
紳
離
辞
顧
一
売
競
〕
呼
一
し
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
が
全
く
無
作
為
に
運
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
な
の
は
、
先
の
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
辛
玄
条
に
お
い
イ
、も
明
ら
か
で
あ
ヤつ
・９
９
全
給
封
主
を
含
む
多
数
の
封
戸
が
設
定
さ
れ
て
い
た
部
の
運
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
は
当
該
期
に
限
っ
て
は
史
料
が
不
足
し
て
い
【
や
メ
つ キっ
た ヵ、
ゎ
一
．
「
勢
』
』
球
規
製
品
の の
蜘
駒
時
附
十よ と
抽
娘
一な
寿
時
早
親
の
長
老
で
あ
っ
た
「合
人
親
工
」
の
封
戸
が
存
在
す
る
と
い
う
点
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
天
皇
家
と
の
深
い
つ
た
が
り
を
想
定
せ
ご
ろ
を
得
な
い
。
有
力
な
在
地
勢
力
の
存
在
し
た
形
跡
が
た
ふ
こ
と
を
考
」店
す
れ
ば
、
そ
れ
が
前
代
よ
９
継
ま
さ
れ
て
き
て
い
た
可
能
性
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
足
柄
郡
の
分
割
と
い
う
事
例
も
そ
う
し
た
も
の
と
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
な
く
な
る
。
以
上
考
え
て
き
た
例
が
何
故
「―
上
。
―
下
」
と
い
う
型
で
分
割
さ
れ
た
か
、
亨
―
上
」
と
一‐―
下
」
と
に
分
割
さ
れ
る
よ
う
な
必
然
的
差
一兵
が
両
者
の
間
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
あ
ｉ
っ
決
め
ギ丁
」な
る
よ
う
Ｌ
垂
系
が
認
め
ら
れ
な
い
。
『
和
名
編
乗
抄
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
郷
名
の
数
で
ほ
「―
上
」
が
「―
下
生
を
上
回
ろ
傾
向
に
あ
る
が
、　
例
外
も
あ
る
。
通
常
の
部
の
分
割
で
は
新
設
さ
れ
る
郡
の
郷
数
が
分
割
さ
れ
る
部
の
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
分
割
時
と
『
和
名
類
乗
抄
』
た
の
時
期
差
が
大
き
れ
ば
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
だ
ろ
う
。
郡
名
の
山
夫
と
な
る
よ
う
な
郷
名
の
存
在
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
両
者
が
均
等
に
分
割
さ
れ
た
ン
晨
思
え
な
い
が
、
そ
の
差
か
具
体
的
に
ど
の
よ
卜つ
た
もヽ
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
一稿
で
に
留
い床
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
長
田
郡
と
足
柄
郡
と
い
う
特
定
。
特
殊
の
地
域
に
見
ら
れ
る
「―
上
。
―
下
」
と
い
う
郡
の
分
割
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
型
の
分
割
が
特
に
和
銅
、
養
老
期
を
中
心
に
行
わ
れ
て
く
る
一
連
史
苑
（第
四
五
巻
第
一
号
）
の
「
国
。
郡
」
の
再
編
成
の
内
に
含
ま
れ
、
よ
り
厳
密
に
は
そ
れ
ら
に
一充
立
っ
て
行
・や
れ
て
い
る
こ
と
は
注
志
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
中
央
の
政
求
崎
意
図
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
同
時
期
の
他
の
詰
例
に
関
し
て
も
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。
少
く
と
も
平
安
期
以
降
盛
行
し
て
く
る
「
東
・
西
・
高
，
北
」
な
ど
と
い
っ
た
在
地
の
動
苅
空
連
動
し
て
く
る
よ
う
な
例
と
Ｘ
別
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
も
し
一
国
。
郡
」
に
お
け
る
「、十
上
・
―
‐下
」
と
い
う
型
の
分
割
再
編
成
の
意
味
を
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
当
然
他
の
型
京
特
に
機
械
的
表
示
を
中
心
と
し
た
）
の
分
割
再
編
成
に
関
し
て
も
、
何
ら
か
の
編
成
原
理
が
か
つ
て
存
在
し
た
で
ぁ
ろ
う
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
前
。
中
‥
後
」
と
か
「
遠
。
近
」
と
い
う
区
分
に
関
し
て
は
、
遠
苅
弾
軒
嘘
弥
帝
却
布
〕
宗
庁
貯
係 ャこ
―こ 前
非
つ（
で
部
と 「
晦
オ
却
伸
期
”
均
中
は
「
上
十
３
下
―
」
と
い
う
型
一に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
う
午
つ
・れ
すつ
て
，カ
イつ
卜つ
かヽ
。
一部
名
以
下
で
は
か
な
り
多
く
の
例
を
数
え
ら
れ
る
こ
の
型
で
は
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
再
名
以
上
で
は
「
上
―
。
下
―
」
は
東
園
地
域
に
お
け
る
「
上
毛
野
、
下
毛
野
」
一
上
結
。
下
結
十
と
い
ぅ
二
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
才
、尾
崎
喜
左
雄
氏
は
「
相
武
国
」
や
「
日
高
見
国
」
が
史
料
上
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
な
が
ら
、
―- 36 +~
―- 37 +~
長
再
郡
と
足
柄
郡
（関
口
）
「
ム
サ
」
「
と
夕
」
と
ぃ
ち
ェ
一
つ
の
何
ら
か
の
領
域
が
か
っ
ィ
、幕
■
十し
。
上
ケ
ヌ
ー
下
ケ
ヌ
…
上
野
ｔ
下
野
。
上
フ
サ
３
下
フ
す
…
上
結
３
下
結
。
ヒ
タ
上
金
ヒ
タ
下
…
日
高
見
０
常
陸
・
ム
十
上
◆
ム
サ
下
…
福
模
ａ
）武
蔵
と
い
う
極
め
て
動
的
な
地
域
編
成
が
か
つ
て
行
わ
れ
た
の
で
止
な
（
力
）
い
か
と
予
測
さ
れ
た
。
右
の
見
解
は
非
常
に
は
力
的
な
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
手
れ
た
述
べ
て
き
た
脈
絡
か
ら
は
「―
上
・
―
下
」
と
い
う
区
分
と
「
上
―
。
下
―
」
と
い
う
区
分
と
が
提
同
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
同
一
の
理
念
に
よ
っ
た
と
考
え
難
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
間
が
先
ず
あ
る
。
ま
た
、
一
相
武
国
」
に
つ
い
て
は
後
に
郡
領
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
程
度
の
在
地
豪
族
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
、
「
日
高
見
国
」
に
関
し
て
ほ
す
で
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「常
世
国
」
Ｌ
い
う
ょ
う
な
概
念
と
福
通
ず
／る
も
の
で
あ
っ
て
、
一ｉ対
雌
国
」
と
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
藤
原
官
太
簡
に
一
上
扶
目
…
…
」
Ｌ
あ
る
よ
う
な
例
に
よ
っ
て
「
フ
サ
」
な
る
領
域
が
か
つ
て
あ
っ
た
の
か
も
疑
わ
し
い
。
今
後
更
に
種
々
の
要
素
を
勘
案
し
て
明
確
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
史
料
上
に
お
け
る
「
上
毛
野
―
下
毛
野
」
「
上
結
―
下
結
一
の
在
，
方
に
注
目
す
る
限
り
、
「
上
―
上
が
先
行
す
る
。
京
再
地
域
の
具
体
的
地
名
（
―
令
制
串
名
）
が
最
も
は
や
く
見
え
る
の
は
「
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
四
十
年
の
日
本
武
尊
東
征
の
記
事
で
あ
る
．
こ
の
記
事
は
『
古
事
記
』
と
円
容
に
差
が
あ
っ
て
注
意
す
る
必
一安
が
あ
犯
と
思
う
が
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
地
名
を
行
程
順
に
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
伊
勢
↓
駿
河
↓
相
模
↓
上
総
↓
陸
奥
国
。
日
高
見
国
↓
常
陸
↓
甲
斐
国
↓
武
蔵
・
上
野
↓
越
国
。
信
濃
↓
美
濃
↓
尾
張
…
…
右
の
記
事
が
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
の
史
料
を
結
い
て
も
地
名
Ｌ
し
て
の
一‐下
（毛
）
野
」
に
つ
い
て
は
天
武
五
年
、
一‐下
総
」
に
至
っ
て
は
文
武
二
年
ま
で
史
料
上
の
明
証
を
欠
く
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
が
明
ら
か
に
今
制
下
に
下
る
よ
う
な
　
国
」
名
を
別
に
す
る
と
特
異
な
印
象
が
あ
る
。
「
陸
奥
国
」
ゃ
「
日
高
見
国
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
点
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
史
料
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
実
態
を
指
す
も
の
で
は
た
一い
し
、
逆
に
史
料
上
に
な
い
Ｌ
い
う
こ
と
が
実
態
と
し
て
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
「‐日
高
見
国
」
の
例
に
弔
一る
よ
う
に
多
分
に
観
念
的
な
も
の
を
含
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
）ん
て
う
す
か
。
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下
―
雁
群
】」
一巽
」
張
を
デ
華
築
糞
一謡
卵
例
に
よ
っ
イ
】知
ら
れ
る
よ
う
に
本
来
「
上
陪
野
」
で
ぁ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
は
　
一‐御
野
」
】
科
野
」
と
一類
似
し
た
性
格
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
上
総
」
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
「
上
毛
野
」
と
と
も
に
「
日
高
見
国
」
と
並
記
す
べ
き
語
句
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
ら
は
実
外
早
い
時
期
か
ら
（
ヤ
鋲
勢
力
の
直
若
的
な
影
響
力
が
及
ぼ
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
「
下
―
」
と
い
う
地
域
区
分
の
成
立
を
見
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
支
配
機
構
の
発
展
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
概
念
と
し
て
は
か
な
り
新
し
い
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
当
時
の
日
本
の
国
内
的
な
視
野
の
み
で
解
決
出
来
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
が
、
一
下
総
」
地
域
に
お
け
る
養
老
五
年
戸
籍
の
同
一
姓
者
の
極
端
な
集
中
は
や
は
り
そ
の
集
団
の
設
定
が
時
期
と
し
て
は
著
し
く
週
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
一
上
毛
野
」
地
域
で
は
『
日
本
書
紀
』
に
明
瞭
な
服
属
伝
承
を
伴
わ
ず
、
律
令
制
の
実
質
的
な
形
成
過
程
と
見
故
せ
る
天
智
期
以
降
、
他
の
束
国
地
域
の
目
々
と
比
べ
て
動
き
が
少
な
い
。
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
は
六
世
紀
に
二
度
に
三
つ
て
大
き
な
火
山
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
そ
史
苑
（第
四
二
巻
第
一
号
）
の
被
害
は
農
業
の
生
産
活
動
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
目
の
睡
石
准
積
の
後
小
区
画
の
水
田
に
よ
っ
て
復
旧
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
第
二
回
目
の
軽
石
が
被
覆
す
る
と
い
う
状
況
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
」
理
が
、
こ
う
し
た
事
実
は
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
右
の
事
実
は
、
六
世
紀
頃
の
在
地
家
族
の
政
治
力
に
関
し
て
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
「
三
ツ
寺
Ｉ
追
跡
」
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
存
続
期
間
は
五
世
紀
末
―
六
世
紀
前
半
と
さ
れ
型
が
、
こ
れ
は
単
な
る
在
地
豪
族
の
居
館
と
考
え
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
期
的
な
問
題
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
ら
か
に
在
地
豪
族
（
３５
】
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
い
く
つ
か
の
事
例
と
比
較
し
て
、
あ
ま
り
に
も
内
容
的
に
突
出
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
払
拭
出
来
な
い
。
部
民
分
布
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
く
と
も
こ
の
時
期
に
一
般
に
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
強
力
な
在
地
豪
族
を
仮
想
す
る
（
不
〕）
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
以
上
積
み
残
し
の
課
題
は
多
い
が
、
地
域
区
分
と
し
て
の
「
上
・
下
」
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
。
「
郡
」
の
下
位
構
造
Ｌ
し
て
の
一‐郷
‐一
に
関
し
て
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
し
、
行
政
と
し
て
見
た
場
合
「
郡
」
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
が
例
え
ば
再
●
等
級
の
よ
う
な
面
で
ど
の
様
な
影
響
が
あ
っ
長
国
郡
と
足
柄
郡
（担
日
）
た
か
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
大
宝
令
制
定
直
後
と
養
老
令
制
下
と
で
一
廃
置
国
郡
」
す
る
意
味
内
容
に
差
が
あ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
分
割
さ
れ
た
。
郡
」
と
し
て
ほ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
っ
た
の
か
と
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
是
非
拝
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
思
う
が
他
日
を
期
し
た
い
。
産１１
　
例
え
は
野
村
思
夫
『．研
究
史
大
化
改
新
』
に
一
九
七
三
年
段
階
迄
の
整
理
が
あ
り
、
米
国
妊
介
一評
の
成
立
と
構
造
」
令
郡
司
の
研
究
」
所
収
）
に
詳
細
な
洋
一が
あ
る
。
日
　
一
部
の
分
割
を
め
ぐ
っ
て
一
島
日
天
上
百
史
研
究
』
六
十
八
所
収
）
０
　
「
国
・
部
か
割
と
棟
原
氏
十奈
史
時
代
初
期
・
中
期
を
中
心
と
し
た
―
一
亀
弘
前
大
手
臣
史
研
究
』
九
所
収
》
‐４‐
　
一‐部
の
成
立
過
程
」
亀
人
文
地
理
』
十
十
一
、
後
に
『】律
令
国
■
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
所
収
）
、
６
　
例
え
ば
坂
本
★
年
一
万
実
集
の
地
理
的
環
境
」
ｑ
万
業
集
大
成
』
一
後
に
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
下
所
収
）
いｔＯ‐
「
耶
司
制
の
成
立
過
程
」
全
部
司
の
研
究
』
所
収
）
‐７‐
　
一
得
令
国
家
成
立
期
の
遠
江
国
」
‐８‐
「
目
」
段
階
で
は
か
た
り
の
例
を
数
だ
ら
れ
る
が
一
郡
」
の
段
階
で
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
子
群
都
“に
吸
収
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
一‐”
浪
評
」
こ
『
杭
日
本
紅
』
差
老
四
年
十
一
月
乙
亥
条
の
堅
上
・
堅
下
高
林
の
合
併
の
例
し
か
確
認
出
来
な
い
。
，け
　
河
川
の
変
流
に
伴
う
行
政
区
分
の
改
変
に
つ
い
て
ほ
延
暦
七
年
の
怜
前
一円
磐
梨
部
の
設
置
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
耐
　
谷
岡
武
推
一天
ｔ
川
下
流
域
に
お
け
る
松
尾
神
社
領
池
周
荘
」
合
り歴
史
地
理
学
』
所
収
》
Ｈ
！　
例
え
に
早
川
庄
八
一‐律
令
制
と
天
皇
一
翁
史
学
雑
誌
』
八
十
一ユ
十
三
所
収
口
，　
新
野
直
吉
一大
化
改
新
以
前
の
国
部
佃
」
翁
日
本
古
代
地
方
制
度
の
研
究
』
所
収
》
的
！　
佐
作
有
清
・
高
嶋
弘
玉
編
『
国
造
・
県
主
関
係
史
科
集
』
該
当
部
分
産
伸
　
一防
人
考
」
島
万
業
集
大
成
』
特
珠
研
究
高
、
後
に
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
可
収
》
耐
〕
例
え
は
新
野
直
吉
「防
人
「国
造
丁
」
に
つ
い
て
の
者
ャ察
」
全
史
不
』
五
十
四
十五
所
収
）
、
野
Ｈ
嶺
志
一国
造
軍
論
批
判
↑
考
」
（神
戸
′〓
立
楽
大
『
人
文
研
究
』
二
所
収
）
愉
↓　
前
掲
よ
聞
野
田
論
文
！岬
「
防
人
と
行
士
』
耐
≡　
こ
の
段
階
で
ほ
ぼ
完
成
し
て
し
ま
う
例
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
下
野
国
足
利
。
梁
口
両
耶
の
分
割
に
見
る
よ
う
な
例
は
典
型
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
！　
例
え
Ｌ
門
防
禎
二
十十七
世
紀
の
人
民
と
ミ
ヤ
ヶ
の
『
廃
止
と
Ｑ
日
本
史
研
究
』
一
二
九
。
一
四
〇
所
収
）
、
岸
俊
男
「記
紀
研
究
と
考
古
学
」
亀
回
文
学
』
二
十
九
―
十
一
所
収
）
な
ど
閉
一　
例
え
は
直
木
孝
次
郎
「屯
倉
の
行
一理
形
態
号
（五
味
智
英
先
生
遠
暦
記
念
『
■
代
文
字
論
叢
』
、
後
に
『
飛
烏
奈
良
時
代
の
研
究
』
所
収
）
帆
　
「部
司
制
成
立
の
前
提
」
翁
郡
司
の
研
究
』
所
収
）
口
　
一待
令
国
家
岐
王
期
に
お
け
る
在
地
首
長
の
動
き
‐恒
模
国
を
例
と
し
て
‐
一
ｑ
古
代
天
皇
制
と
社
会
構
造
』
所
収
）
t  ヽ t  ヽ  ニ ヤf
と う 目 関
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下
的
　
例
え
は
熊
日
克
介
「封
戸
制
の
成
立
と
そ
の
構
造
一
亀
国
究
談
話
会
雑
誌
』
〒
四
所
収
）
例
　
西
村
正
男
「食
封
制
度
の
一
考
察
」
Ｑ
歴
史
学
研
究
』
十
一
十
七
所
収
）
、　
中
西
晨
裕
一吉
代
封
戸
制
の
一
考
察
」
令
続
日
本
紀
研
究
」
二
二
Ｃ
所
収
し，
特
に
後
者
で
は
新
画
部
親
工
と
二
人
の
内
規
工
の
う
ヤ
ち
い
Ｆり
・れ
か
一
、あ
一っ
ぅ
ナ
」ゃご
れ
て
い
る
。
内
　
Ｌ
一日
正
昭
「律
令
制
成
立
期
の
身
分
と
階
級
」
３
日
本
史
研
究
」
七
十
七
所
収
）
的
　
］年
後
夕
一光
明
立
后
の
史
的
意
義
」
令
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
）
閉
　
例
え
ほ
坂
本
貰
二
十都
郊
制
の
改
一補
と
別
名
制
の
成
立
」
翁
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
」
収
所
）
四
　
例
え
ほ
―
・
！…
回
英
堆
「も
う
一
つ
の
道
制
試
論
」
ｑ
日
瓜
書
紀
研
先
』
九
所
収
）
的
　
「毛
野
の
目
」
亀
古
代
の
日
本
』
七
所
収
）
一則
　
志
田
語
一
「
日
高
見
国
と
常
た
」
亀
茨
城
県
丈
研
究
』
四
所
収
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
例
　
‐，一日
正
昭
『
日
本
武
尊
』
側
　
中鳥
弘
走
氏
の
近
著
月
上
毛
野
目
と
大
和
政
権
』
で
も
同
様
の
こ
Ｌ
が
汁ユ
主息
一Ｃ
れ
て
い
〉つ
。
働
　
能
登
健
一
群
馬
県
下
に
お
け
る
埋
没
田
畠
調
査
の
現
状
と
課
旭
」
盆
詳
馬
県
史
研
究
』
一
七
所
収
）
側
　
一ド
城
正
他
一群
馬
県
三
ツ
千
遺
跡
調
査
概
要
」
く
考
吉
学
雑
誌
』
六
十
七
十
十四
所
収
）
的
　
車片
馬
県
下
で
は
現
在
ま
で
に
、
環
濠
。
概
列
。
土
塁
等
を
備
え
る
古
～
時
代
の
豪
族
館
址
と
み
ら
れ
る
も
の
に
史
一れ
（
第
四
五
ネ
〕車
一
号
）
，
原
之
城
（
伊
勢
崎
市
）
。
元
宿
。
郷
土
（
富
岡
市
）
。
荒
子
（前
橋
市
）
の
各
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
今
後
も
増
加
す
る
可
能
性
が
大
き
い
が
、
少
く
と
も
こ
れ
ら
と
対
比
す
る
時
、
特
に
構
造
の
点
で
三
ツ
寺
の
例
は
傑
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一的
　
最
近
長
山
禾
孝
氏
は
、
一ィ前
則
大
和
政
権
の
支
配
体
制
ｉ毛
日
本
歴
史
』
四
三
二
所
収
）
で
、　
天
宝
令
制
以
前
の
在
地
勢
力
の
評
価
に
関
し
て
示
唆
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
（
付
記
）
相
模
に
つ
い
て
オ
最
新
の
見
ぱ
は
神
奈
川
地
域
史
研
究
会
司
シ
ン
ポ
ジ
ワ
ム
官
久
保
不
問
と
百
代
の
相
慎
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
悦
稿
後
、
九
茂
武
重
『
古
代
の
道
と
国
』
の
存
在
を
知
っ
た
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
参
照
を
乞
う
。
（
立
教
大
学
ｆ
亨
研
究
科
博
士
課
置
後
期
課
程
）
